
世界各地で記録的豪⾬・豪雪による災害が多発し、気候変動に伴う「降⽔異変」の現われではないかと
危惧されています。地球温暖化は進⾏しており、それは地球平均気温の⼀⾒緩慢な変化からは想像がつか
ないスピードで私達の⽣活に影響をもたらしているかもしれません。その⼀つの可能性が⾬の降り⽅の変
化です。

雲と降⽔の表現は、世界最⾼⽔準のモデルと計算機を利⽤しても困難な課題であり、未だ数値モデルの
みで降⽔異変を語るには⾄りません。わたしたちは衛星等による地球観測とモデルの⽣み出す⼤規模デー
タの融合研究の拠点形成を進めています。雲・降⽔プロセスの解明を通じて近年激変する⽔循環変動を解
析・予測し、社会の気候変動対策に資する情報を提供することを⽬指します。

⽔と気候の⼤規模データ研究拠点
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⾼機能・⾼精度観測
MIROC:将来気候予測

NICAM: 雲降⽔の微物理を表現

⾬の⽴体観測

雲の⽴体観測

近年の記録的豪⾬・豪雪

多様な⾼精度地球観測衛星 ⼤気海洋研が開発する世界最先端気候モデル
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ICT利⽤の機関連携
によるビッグデータ解析

気候変動と⽔循環
極端降⽔・⼲ばつを

もたらす
雲降⽔現象の解明

⾬の⽴体観測

雲の⽴体観測
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⼤量の観測・数値実験の⼤規模データを利⽤する最先端技術

雲と降⽔の特徴を決定
するプロセスの理解

 分散型データアーカイブ体制の構築
 ⼤規模データ解析
 ⼈⼯知能（AI)の利⽤
 コンピュータ⾰命への対応準備
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次世代河川モデル （生産研）との連携

プロセ
ス解明

サイエンスの⽅向性
降⽔現象の物理的理解
に結び付ける

モデル
精度向上

Train型観測

外部機関と
の連携によ
る社会実装
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